












と略す）を中心に、また③④は『徹選択集』の説示を中心に論じられ内容である。つまり、聖光教学の独自性について論じられた研究はその大半が『授手印』と『徹選択集』を中心に展開され、その他の文献に見られる思想はあまり研究されていないといえる。確かに『授手印』は浄土教に関する重要項目が「結帰一行」説によって体系付けられ、 『徹選択集』では念仏三昧を中心として、法然浄土教 仏教全体 対する普遍性が主張される等、この二つの著作の説示が聖光の教学の重要な位置をしめることは間違いない。しかし、 『授手印』は聖光の著作 中でも最も短編であり、それぞ の についてはあまり深く論じられてはおらず、 『徹選択集』も特に注目される下巻は念仏三昧説に限られた問題提
起で構成されており、 その他の聖光の諸思想を模索するには限界がある。そのような観点から、本稿では、聖光の著作内では最も大部かつ多くの問題を扱いながらも、これまでにほとんど取り上げられることのなかった聖光の講説記録である『浄土宗要集』 （以下、浄土宗三祖と位置付けられる良忠 同書との混同を避けるため、 『西宗要』と呼称する）の説示を取り上げて聖光独自 浄土教思想について言及していきたいと思う。
では『西宗要』の記載の中で、具体的にどのような説示が聖光独自の

































れている。具体的には 西山義と一念義の説がこれにあたり、また特定できない説についても南都北嶺の既成仏教教団の説と推察されている。しかし、このような従来の説に対し、本稿では『西宗要』所説の「有人」の説の数例は聖光が『西宗要』を講説 た際に同席してい 者の発言であるとの試論を提示し、この試論をふまえて検討を行って行き い。詳細については別稿にゆずる 、 「有人」の の数例には以下 特徴が見られるのである。
①有人が他者の説を取り上げたもの②有人の説に「師云」として聖光が答えるもの③有人が「如何」と問いかけるものこのような特徴をふまえると、従来「有人」 すべてが西山義や一念
















































































































































































































































































































































































臨終に善知識にあひ候はすとも、日ころの念仏にて往生しは候へきか。答、善知識にあわすとも、臨終おも 様ならず も、 仏申さば往生すべし。
 





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































り、 聖光は来迎によっ 初めて見仏をし、 執着を離れることが出来る（正念を得る）として ることがわかるのである。つまりこれらの説示によると聖光は「来迎正念」の姿勢を持ち がら臨終行儀を説 て るといえよう。
つまり聖光は尋常の念仏行を修して臨終時に阿弥陀仏の来迎を得て正








































































































































































































































































































































紀要』創刊号、一九九二年）など。（（（）『浄全』一〇・一五 頁・上（（（）ここでは、称名念仏を指す。（（（）『浄全』一〇・二二一頁・上（（（）『浄全』一〇・二二〇頁 上（（（）『浄全』一〇・二一〇頁・上（（（）『浄全』四・二二七頁・上（（（）『浄全』一〇・二 九頁 上（（（）この説は、坪井俊映氏が「法然門下において諸行本願義を説いたものは覚明房長西であるが、長西 第 十願を重視して諸行本願義を説き、第十九願は念仏諸行来迎願とするから 西宗要 に説く第十九願をもって諸行往生の本願とするもの 誰の説をさすかあきらかではない」 前掲坪井氏論文 とし また「南都北嶺の仏教より

















の成立背景について、従来聖光の著作内で最も多くの問題が扱われていながら、ほとんど研究されていなかった『浄土宗要集』 （以下『西宗要』 ） 説示を中心に解明することを目的として研究を行った。　まず、第一章では、聖光が活躍した九州北部と、天台教学 修学した比叡山の聖光当時の状況 整理を行った。まず、聖光当時 九州北部の寺領 整理から、当時の九州北部は大宰府に関係する諸寺の寺領がほとんどを占め、またそれらの諸寺院が天台系の寺院であったという点から、聖光の布教対象は、天台僧が中心であった いうこ を考察した。また、大宰府に関係する諸寺 影響 強 ことから、当時の叡山は、 叡山近辺や全国に寺領を有し、 また衆徒 暴挙 頻発した時期たにもかかわらず、九州 は力が及ばな っ ことが明らかになり、浄土教の布教を比較的し すい地域であったという点を指摘した。
第二章では、 『西宗要』という文献の有する書誌的な特色と問題点の
指摘、 写本・版本・注釈書といった基本事項の整理を行った。 その結果、 『西宗要』の資料価値 ついて、本 は教義書としては最後に成立し 最も大部な文献であり、聖光 学の集大成に位置する著作であること 指摘し、また、 『西宗要』の記載には良忠と列席者の発言が記載されているという試論を行い、 さらに、 『西宗要』の構成 引用経論の整理を通じて、『西宗要』以外には言及の見られない問題が多数指摘され、特に引用経論には聖光当時新 に流布した法然未読文献が含 れるこ が特徴的あることなど、 『西宗要』という文献 有する特色について論じた。
第三章では、種々の教義を論ずるうえで基盤となる諸思想において、
法然の説を聖光が継承しているのか否かという点について、釈尊観・教判論・仏身仏土論・機根論を取り上げて論じ、そこに見られる継承の特色について併せて言及を行った。その結果、聖光は法然の説を継承したうえで法然の説示に対する新たな根拠を模索するという点において独自の作業を行っており、また機根論では法然の「三学非器」の思想が表明されている法語を、 門弟の中で聖光のみが伝えていることから、聖光もこの姿勢を根底に置いて浄 教 じているという点を指摘し、他の門弟と比べても特記すべき特色であ ことを併せて指摘した。しかし、法然の説を継承しつつも 五時や四教といっ 教義を用 て浄土教の教義を論ずるという聖光独自の説と指摘され得る説示が各所に展開されているのである。なぜこのような説示をする必要があったのかという点については本章では論じず、第四章で扱った。以上 ように、三章では教義の基盤となる諸思想において、 然 を継承し、その えで新たな根拠の模索が行われてい ことを指摘した であるが、先述 五時や四教の教義を用 た説示 含め、聖光独自の思想と うものはいかなるものなのかという点が問題として残された である。そ 点について言及した が第四章である。
第四章では、聖光独自の説示として、臨終行儀の必要性を説き、疑心
を厳しく制するという実践論、諸行往生説 本願理解 指摘 て論じまた三章で扱わなかった五時等の説示の援用に関す 示意図に いて言及し 。これらの検討から、聖光は による往生を説く本願と理解されがちな第十九願を「来迎願」として理解し、また平生の念仏行の他に臨終時の行相の重要性 説くなど、臨終時に阿弥陀仏 来迎があるということを強調し、これを常に意識した実践論が展開されておりこれが聖光独自の説示に一貫したものであることを指摘し、また こように臨終時の来迎を得て浄土に往生 こと 疑心 抱くことによってかなわない可能性があると 理解から、疑心を交えずに来迎を願うべ
きとする姿勢が主張されているという指摘に至った。そして、聖光が五時や四教といった教義を各所で援用したことについて、天台で用いられる教義の援用は、浄土 の思想的な位置付けや教義の傍正資料として用いる他に用例がないことから、法然が確立した浄土門を天台の教義に引き戻すための作業ではなく、対告衆に対して効果的な論法 用い ために説くに至ったも であることを指摘した。
以上の検討から、聖光の浄土教思想は諸思想の基盤となる部分におい
て法然の教説を継承し、そ うえで独自の説示を展開しているということ、そして、このような独自の説示が行われた背景とし 阿弥陀仏の来迎が臨終時にある とを強調する姿勢が一要因であり、また天台の教義の援用は聖光が活躍した地域の特色と、 『西宗要』 書誌の検討 浮かび上がった講説時の列席者 発言等が影響して創設 説示されたものであるという点 検討の結果明らかとな 。
